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(57)【要約】
【課題】窓に嵌め殺し状態に取り付けておくだけで目隠
し機能と通気機能とを発揮させることができる通気・目
隠し装置を提供する。
【解決手段】装置枠１０の上方の横枠杆１０ａ及び下方
の横枠杆１０ｂに、サッシ２の上部レール８ａ及び下部
レール８ｂに落とし込み式に取り付けるための上部係止
溝２４及び下部係止溝２５が形成され、上部係止溝２４
の深さは下部係止溝２５の深さより深く、目隠し部１２
には、光透過性を有する不透明の透光パネル１５が取り
付けられ、通気部１３には、不透明の穿孔パネル１６が
取り付けられ、固定装置１４は、左右の縦枠杆１０ｃ，
１０ｄにスライド自在に取り付けられた固定金具３３と
、該固定金具３３を固定する固定螺子３４とを有し、前
記固定金具３３の当接部３３ａを前記上部レール８ａに
当接させた状態で前記固定金具３３を固定螺子３４で前
記縦枠杆１０ｃ，１０ｄに固定することにより、前記通
気・目隠し装置１が前記サッシ２に固定される。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　引き違い窓の矩形のサッシに落とし込み式且つ嵌め殺し状態に取り付ける通気・目隠し
装置であって、該通気・目隠し装置は、上下の横枠杆及び左右の縦枠杆からなる矩形の装
置枠と、該装置枠の内部を目隠し部と通気部とに区画する仕切框と、前記装置枠を前記サ
ッシに固定する固定装置とを有し、
　前記装置枠における上下の横枠杆のうち上方の横枠杆に、前記サッシの上枠辺に形成さ
れた上部レールが嵌合、係止する上部係止溝が形成されると共に、下方の横枠杆に、前記
サッシの下枠辺に形成された下部レールが嵌合、係止する下部係止溝が形成され、前記上
部係止溝の深さは下部係止溝の深さより深く、
　前記目隠し部には、光透過性を有する不透明の透光パネルが取り付けられ、
　前記通気部には、複数の通気孔を有する不透明の穿孔パネルが取り付けられ、
　前記固定装置は、前記装置枠の左右の縦枠杆のうち少なくとも一方の縦枠杆に、該縦枠
杆に沿って上下方向にスライド自在に取り付けられた固定金具と、該固定金具を前記縦枠
杆に固定する固定螺子とを有し、前記固定金具には前記サッシの上部レールに当接する当
接部が形成されていて、該当接部を前記上部レールに当接させた状態で前記固定金具を前
記縦枠杆に固定螺子で固定することにより、前記装置枠が前記サッシに固定されるように
構成された、
　ことを特徴とする通気・目隠し装置。
【請求項２】
　前記上部係止溝及び下部係止溝と前記固定金具及び固定螺子とは、前記装置枠における
前記透光パネル及び穿孔パネルより室内側の位置に設けられていることを特徴とする請求
項１に記載の通気・目隠し装置。
【請求項３】
　前記固定金具が取り付けられた縦枠杆の内側面には、前記透光パネル及び穿孔パネルよ
り室内側の位置に、金具取付溝が上下方向に形成され、該金具取付溝に前記固定金具がス
ライド自在に取り付けられていることを特徴とする請求項２に記載の通気・目隠し装置。
【請求項４】
　前記仕切框の室内外方向幅は、前記装置枠の室内外方向幅より小さく、該仕切框が前記
装置枠に取り付けられている位置は、該装置枠の室内外方向幅の中央より室外端寄りの位
置であり、また、前記装置枠の内周面の室外端寄りの位置には、前記仕切枠と同等の室内
外方向幅を有するパネル取付部材が取り付けられ、該パネル取付部材を介して前記透光パ
ネル及び穿孔パネルが前記目隠し部及び通気部にそれぞれ取り付けられていることを特徴
とする請求項１から３の何れかに記載の通気・目隠し装置。
【請求項５】
　前記装置枠の縦径及び横径を、前記サッシの開口部の縦径及び横径に対して同等以上と
することにより、該サッシの開口部全体を覆った状態で該サッシに取付可能であることを
特徴とする請求項１から４の何れかに記載の通気・目隠し装置。
【請求項６】
　前記通気部の面積は前記目隠し部の面積より小さいことを特徴とする請求項１から５の
何れかに記載の通気・目隠し装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、引き違い窓のサッシに取り付けて外部から室内が見えないように覆い隠す目
隠し装置に関するものであり、更に詳しくは、目隠し機能の他に通気機能も兼ね備えた通
気・目隠し装置に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　引き違い窓のサッシに取り付けて外部から室内が見えないように覆い隠す目隠し装置と
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して、例えば特許文献１に開示されたものが知られている。
　この公知の目隠し装置は、引き違い障子及び網戸が取り付けられたサッシ（窓枠）にお
ける前記網戸より室外側の位置に、不透明のルーバ又はパネルからなる障子状をした二つ
の目隠し部材を、引き違い式にスライド自在なるように取り付けたもので、窓の目隠しを
するときは、前記二つの目隠し部材を、窓の一半部側と他半部側とに位置するようにスラ
イドさせることにより、該窓を閉鎖し、通気をするときは、前記二つの目隠し部材を、互
いに重なり合う位置にスライドさせることにより、該窓を開放する。
【０００３】
　しかしながら、前記従来の目隠し装置は、障子状をした二つの目隠し部材で形成されて
いるため、構造が複雑であり、また、二つの目隠し部材を引き違い式にスライドさせるこ
とにより、窓を閉鎖して目隠し状態にしたり、窓を開放して通気状態にしたりしなければ
ならないため、操作が煩雑で使い勝手が悪いという欠点がある。しかも、前記目隠し部材
は、通常の引き違い障子と同様に、レール上にスライド自在に取り付けられているため、
外部から簡単に取り外すことができ、防犯上の問題も有している。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２０１０－１４４４９１号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　本発明の技術的課題は、窓に嵌め殺し状態に取り付けておくだけで、一々開閉操作しな
くとも、目隠し機能と通気機能とを常時発揮することができる、構造が簡単で機能的設計
構造を備えた通気・目隠し装置を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　前記課題を解決するため、本発明によれば、引き違い窓の矩形のサッシに落とし込み式
且つ嵌め殺し状態に取り付ける通気・目隠し装置であって、該通気・目隠し装置は、上下
の横枠杆及び左右の縦枠杆からなる矩形の装置枠と、該装置枠の内部を目隠し部と通気部
とに区画する仕切框と、前記装置枠を前記サッシに固定する固定装置とを有し、前記装置
枠における上下の横枠杆のうち上方の横枠杆に、前記サッシの上枠辺に形成された上部レ
ールが嵌合、係止する上部係止溝が形成されると共に、下方の横枠杆に、前記サッシの下
枠辺に形成された下部レールが嵌合、係止する下部係止溝が形成され、前記上部係止溝の
深さは下部係止溝の深さより深く、前記目隠し部には、光透過性を有する不透明の透光パ
ネルが取り付けられ、前記通気部には、複数の通気孔を有する不透明の穿孔パネルが取り
付けられ、前記固定装置は、前記装置枠の左右の縦枠杆のうち少なくとも一方の縦枠杆に
、該縦枠杆に沿って上下方向にスライド自在に取り付けられた固定金具と、該固定金具を
前記縦枠杆に固定する固定螺子とを有し、前記固定金具には前記サッシの上部レールに当
接する当接部が形成されていて、該当接部を前記上部レールに当接させた状態で前記固定
金具を前記縦枠杆に固定螺子で固定することにより、前記装置枠が前記サッシに固定され
るように構成されたことを特徴とする通気・目隠し装置が提供される。
【０００７】
　本発明において、前記上部係止溝及び下部係止溝と前記固定金具及び固定螺子とは、前
記装置枠における前記透光パネル及び穿孔パネルより室内側の位置に設けられていること
が望ましい。
　より望ましくは、前記固定金具が取り付けられた縦枠杆の内側面の前記透光パネル及び
穿孔パネルより室内側の位置に、金具取付溝が上下方向に形成され、該金具取付溝に前記
固定金具がスライド自在に取り付けられていることである。
【０００８】
　また、本発明の具体的な構成態様によれば、前記仕切框の室内外方向幅は、前記装置枠
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の室内外方向幅より小さく、該仕切框が前記装置枠に取り付けられている位置は、該装置
枠の室内外方向幅の中央より室外端寄りの位置であり、また、該装置枠の内周面の室外端
寄りの位置には、前記仕切枠と同等の室内外方向幅を有するパネル取付部材が取り付けら
れ、該パネル取付部材を介して前記透光パネル及び穿孔パネルが前記目隠し部及び通気部
にそれぞれ取り付けられている。
【０００９】
　更に、本発明の通気・目隠し装置は、前記装置枠の縦径及び横径を、前記サッシの開口
部の縦径及び横径に対して同等以上とすることにより、該サッシの開口部全体を覆った状
態で該サッシに嵌め殺し状態に取付可能であり、また、前記通気部の面積が前記目隠し部
の面積より小さい。
【発明の効果】
【００１０】
　本発明の通気・目隠し装置は、サッシに単に嵌め殺し状態に取り付けておくだけで、目
隠し部によって目隠し機能を発揮すると同時に、通気部によって通気機能も発揮すること
ができる。このため、二つの目隠し部材を有する従来の目隠し装置に比べ、前記目隠し部
及び通気部を一々開閉操作する必要がないため、使い勝手が非常に良く、その構造も至っ
て簡単である。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１】本発明の第１実施形態に係る通気・目隠し装置を引き違い窓のサッシに取り付け
た状態を示す縦断面図である。
【図２】図１の横断面図である。
【図３】図１の上端部分を拡大して示す要部拡大断面図である。
【図４】図２の右端部分を拡大して示す要部拡大断面図である。
【図５】図１の上端部分を室内側から斜め右上方に向けて見上げた場合の要部斜視図であ
る。
【図６】本発明に係る通気・目隠し装置を室外側から斜め下向きに見た場合の斜視図であ
る。
【図７】図６の縦断面図である。
【図８】図７の上端部分を拡大して示す要部拡大斜視図である。
【図９】図７の下端部分を拡大して示す要部拡大斜視図である。
【図１０】本発明に係る通気・目隠し装置の第２実施形態を示す斜視図である。
【図１１】本発明に係る通気・目隠し装置の第３実施形態を示す斜視図である。
【発明を実施するための形態】
【００１２】
　図１－図５は、本発明の第１実施形態に係る通気・目隠し装置１を引き違い窓のサッシ
２に取り付けた状態を示すものである。図中の符号３は建物の躯体を示している。
　なお、以下の説明において、「左」及び「右」とは、前記通気・目隠し装置１及びサッ
シ２を室内側から見た場合の向きである。
【００１３】
　前記サッシ２は、アルミニウム合金製の上枠辺２ａ及び下枠辺２ｂと、アルミニウム合
金製の左枠辺２ｃ及び右枠辺２ｄとにより、矩形枠状に形成されたものである。前記上枠
辺２ａ及び下枠辺２ｂには、それぞれ２本の障子用レール５ａ，５ｂ及び６ａ，６ｂが、
室内側と室外側との位置に互いに平行をなすように形成され、該障子用レール５ａ，５ｂ
及び６ａ，６ｂに、二つのガラス障子７ａ，７ｂが、引き違い式に開閉自在なるように取
り付けられている。即ち、室内側に位置する上方の障子用レール５ａと下方の障子用レー
ル６ａとに、一方のガラス障子７ａがスライド自在に取り付けられ、室外側に位置する上
方の障子用レール５ｂと下方の障子用レール６ｂとに、他方のガラス障子７ｂがスライド
自在に取り付けられている。
【００１４】
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　また、前記サッシ２の上枠辺２ａ及び下枠辺２ｂにおける室外側の端部の上下相対する
位置には、前記ガラス障子７ａ，７ｂより室外側の位置に、前記通気・目隠し装置１を落
とし込み式に取り付けるための上部レール８ａ及び下部レール８ｂが、前記上枠辺２ａ及
び下枠辺２ｂの長手方向に延在すると共に前記障子用レール５ａ，５ｂ及び６ａ，６ｂと
平行をなすように形成されている。
【００１５】
　一方、前記通気・目隠し装置１は、図６－図９からも明らかなように、アルミニウム合
金製の上下の横枠杆１０ａ，１０ｂ及び左右の縦枠杆１０ｃ，１０ｄからなる矩形の装置
枠１０と、該装置枠１０の内部を目隠し部１２と通気部１３とに区画するアルミニウム合
金製の仕切框１１と、前記装置枠１０を前記サッシ２に固定するための固定装置１４(図
１－図５参照）とを有していて、前記目隠し部１２には、光透過性を有する不透明の透光
パネル１５が固定的に取り付けられ、前記通気部１３には、複数の微小な通気孔１６ａを
有する不透明の穿孔パネル１６が固定的に取り付けられている。
【００１６】
　前記通気・目隠し装置１は、その縦径Ｍ及び横径Ｎを、前記サッシ２の開口部の縦径及
び横径と同等か又はそれより若干大きく形成することにより、該サッシ２の開口部全体を
覆った状態で該サッシ２に嵌め殺し状態に取り付けるものである。
【００１７】
　前記通気・目隠し装置１の構成について更に詳細に説明する。
　前記装置枠１０の内部には、左方の縦枠杆１０ｃと右方の縦枠杆１０ｄとの間に前記仕
切框１１が水平に架設され、それによって該装置枠１０の内部が、前記仕切框１１の下側
の前記目隠し部１２と、前記仕切框１１の上側の前記通気部１３とに区画されている。
【００１８】
　前記目隠し部１２及び通気部１３において、前記装置枠１０の内周面、即ち、上下の横
枠杆１０ａ，１０ｂ及び左右の縦枠杆１０ｃ，１０ｄの内側面には、アルミニウム合金製
のパネル取付部材２０ａ－２０ｄがそれぞれ取り付けられ、該パネル取付部材２０ａ－２
０ｄの内側面と前記仕切框１１の上下面とには、それぞれパネル取付溝２１が形成され、
該パネル取付溝２１内に前記透光パネル１５及び穿孔パネル１６の端部を嵌合させること
により、該透光パネル１５及び穿孔パネル１６が、前記目隠し部１２及び通気部１３にそ
れぞれ取り付けられている。
【００１９】
　前記仕切框１１とパネル取付部材２０ａ－２０ｄとの室内外方向幅Ｗ２は、互いにほぼ
同等であって、その幅Ｗ２は、前記装置枠１０の室内外方向幅Ｗ１、即ち、前記上下の横
枠杆１０ａ，１０ｂ及び左右の縦枠杆１０ｃ，１０ｄの室内外方向幅Ｗ１より小さく、該
幅Ｗ１の約半分程度である。また、前記仕切框１１及びパネル取付部材２０ａ－２０ｄが
前記上下の横枠杆１０ａ，１０ｂ及び左右の縦枠杆１０ｃ，１０ｄに取り付けられている
位置は、該横枠杆１０ａ，１０ｂ及び縦枠杆１０ｃ，１０ｄの室内外方向幅Ｗ１の中央よ
り室外端寄りの位置である。
【００２０】
　更に、前記仕切框１１が前記装置枠１０に取り付けられている位置は、該装置枠１０の
高さ方向の中央より上方の位置である。従って、前記通気部１３の上下方向幅Ｗ４及び面
積は、前記目隠し部１２の上下方向幅Ｗ３及び面積より小さい。
　このように、前記通気部１３の面積を前記目隠し部１２の面積をより小さくすることに
より、該通気部１３がパンチングメタルのような光不透過性の部材で形成されている場合
でも、それによって受ける閉塞感をできるだけ抑えることができる。
　前記通気部１３は、前記装置枠１０の下端部、即ち前記目隠し部１２の下側に形成して
も良い。
【００２１】
　前記透光パネル１５は、着色や艶消し等の方法により、光は透過するが不透明であるよ
うに加工された合成樹脂製のパネルによって形成され、該透光パネル１５の端部が、合成
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樹脂製の溝形ホルダ２２を介して前記パネル取付溝２１内に取り付けられている。
【００２２】
　一方、前記穿孔パネル１６は、鉄やステンレスあるいはアルミニウム合金等の金属板に
多数の前記通気孔１６ａを開けたパンチングメタルにより形成されたもので、該穿孔パネ
ル１６の上下両端部に、前記パネル取付溝２１内に丁度嵌合するような幅（厚さ）を有す
る立体形状の折曲部１６ｂがそれぞれ形成されると共に、該穿孔パネル１６の中間部に、
水平方向に延びる補強用のリブ１６ｃが、該穿孔パネル１６を折曲することにより形成さ
れている。しかし、この穿孔パネル１６は、前記透光パネル１５と同様の不透明加工を施
した合成樹脂製のパネルに多数の通気孔を開けたものによって形成することもできる。
【００２３】
　また、前記装置枠１０における上下の横枠杆１０ａ，１０ｂのうち、上方の横枠杆１０
ａにおける室内側の端部には、前記サッシ２の上部レール８ａが嵌合、係止する上部係止
溝２４が、上向きに開口するように形成され、下方の横枠杆１０ｂにおける室内側の端部
には、前記サッシ２の下部レール８ｂが嵌合、係止する下部係止溝２５が、下向きに開口
するように形成されている。前記上部係止溝２４の深さＨ１は、前記下部係止溝２５の深
さＨ２より深い。
【００２４】
　前記上部係止溝２４は、上方の横枠杆１０ａに取り付けられて該横枠杆１０ａの一部を
なす溝部材２６で形成されている。即ち、前記横枠杆１０ａの室内側端の下面には、ナッ
ト収容溝２７を備えたレール状の取付部２８が形成され、該取付部２８に、断面凹形をし
た前記溝部材２６が、前記ナット収容溝２７内のナット２９に螺着した螺子３０により固
定され、該溝部材２６の後端部から上方に立ち上がった後端壁２４ａと前記取付部２８と
の間に、前記上部係止溝２４が形成されている。
【００２５】
　このように構成された前記上部レール８ａ及び下部レール８ｂと前記上部係止溝２４及
び下部係止溝２５とによって前記通気・目隠し装置１は、前記サッシ２に落とし込み式に
取り付けることができる。その取り付けは、前記サッシ２の室外側から行い、その手順は
次の通りである。
【００２６】
　即ち、図１において、先ず、前記通気・目隠し装置１の上端側を室内側に向けてやや傾
けた状態にし、前記上部係止溝２４内にサッシ２の上部レール８ａを嵌合させる。
　次に、前記通気・目隠し装置１を、前記上部レール８ａの下端が上部係止溝２４の溝底
に当接する位置まで持ち上げ、その状態で該通気・目隠し装置１の姿勢を垂直に向けるこ
とにより、前記下部係止溝２５をサッシ２の下部レール８ｂの真上に位置させる。
【００２７】
　続いて、そのままの姿勢で前記通気・目隠し装置１を下降させることにより、前記下部
係止溝２５内に下部レール８ｂを嵌合させる。そうすると、前記上部係止溝２４の深さＨ
１は下部係止溝２５の深さＨ２より深いため、前記上部レール８ａが、前記上部係止溝２
４内に嵌合した状態を維持することによって該上部係止溝２４の後端壁２４ａに係止した
まま、前記下部レール８ｂが、前記下部係止溝２５内に嵌合して該下部係止溝２５の後端
壁２５ａに係止する。
【００２８】
　そして最後に、前記通気・目隠し装置１を、前記固定装置１４で、持ち上げることがで
きないよう前記サッシ２に固定する。
【００２９】
　前記固定装置１４は、前記装置枠１０における左右の縦枠杆１０ｃ，１０ｄの内側面の
金具取付溝３２にスライド自在に取り付けられた固定金具３３と、該固定金具３３を前記
縦枠杆１０ｃ，１０ｄに固定するための固定螺子３４とを有している。
【００３０】
　前記金具取付溝３２は、前記左右の縦枠杆１０ｃ，１０ｄの前記パネル取付部材２０ａ
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－２０ｄより室内側の位置に、該縦枠杆１０ｃ，１０ｄの長さ方向である上下方向に延在
するように形成され、その断面形状は、溝開口部幅が溝内部幅より狭い形をしている。
　前記金具取付溝３２の内部には、ナット部材３５が非回転状態で移動自在なるように収
容されていて、該ナット部材３５に前記固定螺子３４の先端が螺着されており、これによ
り、該固定螺子３４を締め込むことで、前記固定金具３３を必要な位置に固定することが
できるようになっている。前記固定螺子３４の締め込み操作、即ち回動操作は、前記透光
パネル１５及び穿孔パネル１６の室内側から行われる。
【００３１】
　また、前記固定金具３３は、前記サッシ２に形成された前記上部レール８ａの下端部に
当接する当接部３３ａを有している。この当接部３３ａは、前記固定金具３３の室内側の
端部から室内側方向に向けて突出すると共に、上端部が固定金具３３の上方に向けて突出
するもので、該当接部３３ａは、その先端側の半部が、装置枠１０の内側に向けて断面く
の字状に折り曲げられている。
【００３２】
　前記固定金具３３により前記通気・目隠し装置１は、次のようにして前記サッシ２に固
定される。即ち、前記固定金具３３は、前記通気・目隠し装置１を前述したようにサッシ
２に落とし込み式に取り付けるときは、図３に実線で示す下降位置に前記固定螺子３４で
仮止めした状態にしておき、前記通気・目隠し装置１をサッシ２に落とし込み式に取り付
けたあと、前記固定螺子３４を緩め、その状態で前記固定金具３３を、縦枠杆１０ｃ，１
０ｄに沿って図３に鎖線で示す位置、即ち、図１及び図５からも明らかなように、前記当
接部３３ａの上端が前記サッシ２の上部レール８ａの下端に当接する位置まで上昇させ、
その位置で、前記固定螺子３４を締め込んで該固定金具３３を前記縦枠杆１０ｃ，１０ｄ
に固定する。そうすると、前記通気・目隠し装置１は、前記固定金具３３が前記上部レー
ル８ａに当接、係止することによって持ち上げることができなくなるため、前記サッシ２
から取り外すことができなくなり、該サッシ２に嵌め殺し状態に固定されることになる。
【００３３】
　このようにしてサッシ２に取り付けられた前記通気・目隠し装置１は、それを単に嵌め
殺し状態に取り付けておくだけで、前記目隠し部１２によって目隠し機能を発揮すると同
時に、前記通気部１３によって通気機能も発揮する。
　従って、前記通気・目隠し装置１は、二つの目隠し部材を有する従来の目隠し装置とは
異なり、前記目隠し部１２及び通気部１３を一々開閉操作する必要がないため、使い勝手
が非常に良く、その構造も至って簡単である。
【００３４】
　前記通気・目隠し装置１をメンテナンスや交換等のため前記サッシ２から取り外すとき
は、室内側から前記固定螺子３４を緩めて固定金具３３を図３の実線位置まで下降させ、
そこに仮止めしたあと、室外側から前記通気・目隠し装置１を、取り付けるときとは逆の
手順に従って取り外せば良い。
【００３５】
　なお、図示した実施形態においては、前記固定装置１４の固定金具３３が、左右の縦枠
杆１０ｃ，１０ｄの両方に取り付けられているが、該固定金具３３は、左右何れか一方の
縦枠杆だけに取り付けても良い。
【００３６】
　図１０は本発明に係る通気・目隠し装置の第２実施形態を示すもので、この第２実施形
態の通気・目隠し装置１Ａが図６に示す第１実施形態の通気・目隠し装置１と相違する点
は、通気部１３が装置の上端部と下端部との二箇所に設けられている点である。即ち、装
置枠１０の高さ方向の中央よりも上方位置と下方位置との二箇所に、仕切框１１がそれぞ
れ横向きに取り付けられていて、上方の仕切框１１の上側と下方の仕切框１１の下側とに
それぞれ前記通気部１３が形成され、上下の仕切框１１，１１の間に目隠し部１２が形成
されている。この場合にも、二つの前記通気部１３の面積の合計は、前記目隠し部１２の
面積をより小さくされている。
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　前記第２実施形態の通気・目隠し装置１Ａのこれ以外の構成は、実質的に前記第１実施
形態の通気・目隠し装置１と同じであるから、その具体的説明は省略する。
【００３７】
　図１１は本発明に係る通気・目隠し装置の第３実施形態を示すもので、この第３実施形
態の通気・目隠し装置１Ｂが前記第２実施形態の通気・目隠し装置１Ａと相違する点は、
通気部１３が装置の左端部と右端部との二箇所に縦長に設けられている点である。即ち、
装置枠１０の間口方向（横幅方向）の中央より左方位置と右方位置との二箇所に仕切框１
１がそれぞれ縦向きに取り付けられていて、左方の仕切框１１の左側と右方の仕切框１１
の右側とにそれぞれ前記通気部１３が形成され、左右の仕切框１１，１１の間に目隠し部
１２が形成されている。
　前記第３実施形態の通気・目隠し装置１Ｂのこれ以外の構成は、実質的に前記第２実施
形態の通気・目隠し装置１Ａと同じである。
【００３８】
　なお、前記第３実施形態の通気・目隠し装置１Ｂにおいても、第１実施形態の通気・目
隠し装置１と同様に、前記通気部１３を、装置の左端部か又は右端部の一箇所だけに形成
することもできる。
　あるいは、前記通気部１３を装置枠１０内の中間位置に横長又は縦長状態に配置し、該
通気部１３の上下両側又は左右両側に前記目隠し部１２を配置することもできる。
【符号の説明】
【００３９】
　　１，１Ａ，１Ｂ　　　通気・目隠し装置
　　２　　　サッシ
　　２ａ　　　上枠辺
　　２ｂ　　　下枠辺
　　８ａ　　　上部レール
　　８ｂ　　　下部レール
　１０　　　装置枠
　１０ａ　　　上方の横枠杆
　１０ｂ　　　下方の横枠杆
　１０ｃ　　　左方の縦枠杆
　１０ｄ　　　右方の縦枠杆
　１１　　　仕切框
　１２　　　目隠し部
　１３　　　通気部
　１４　　　固定装置
　１５　　　透光パネル
　１６　　　穿孔パネル
　１６ａ　　　通気孔
　２０ａ－２０ｄ　　　パネル取付部材
　２４　　　上部係止溝
　２５　　　下部係止溝
　３２　　　金具取付溝
　３３　　　固定金具
　３３ａ　　　当接部
　３４　　　固定螺子
　Ｈ１　　　上部係止溝の深さ
　Ｈ２　　　下部係止溝の深さ
　Ｗ１　　　装置枠の室内外方向幅
　Ｗ２　　　仕切框の室内外方向幅
　　Ｍ　　　装置枠の縦径
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　　Ｎ　　　装置枠の横径
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